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お問合せ先 福井コンピュータ株式会社　建設インフラ事業部
TEL：0776-67-8860　   E-mail : fc_infra_info@fcgr.jp      HP：http://www.fukuicompu.co.jp/

福井コンピュータ株式会社は､インフラ情報マネジメントプログラム共同研究部門において､点検記録や施工後
の納品データ､AI診断技術等から得られる情報をもとに補修等に必要な情報の整理や図面生成に関する技術の
実現を目指し､自社で培った３次元化技術も活用して､実効的なメンテナンスサイクルの確立に向け､新しいイン
フラメンテナンスサイクルシステムの構築に取り組んでいます。

福井コンピュータの3次元化技術を活用

吉川土木
コンサルタント

鳥取県、
鳥取県建設技術センター

インフラマネジメントにおける3次元化技術の融合

点群データの活用

３DデータのVR活用 ３Dデータのクラウド共有

３Dモデルデータの活用
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概算補修費

調書

図面

データベース ストレージ

実効性のある補修計画の策定支援

5年に1度の定期点検を基準
に橋梁の点検計画を管理。点
検実施年、点検予定年と概算
点検費を管理し､補修計画にも
活用します。

管理橋梁の橋齢や部材の重要度
を考慮した橋梁の優先順位と補
修設計で蓄積した橋梁の概算補
修費をもとに橋梁の補修予定年
をシミュレートし、補修計画の
策定を支援します。

諸元情報はもちろん､点検調書で重要な総合点検結果
の損傷情報をデータベースに蓄積。点検時の損傷情
報をすぐに確認でき､蓄積した損傷情報は補修計画に
活用します。

点検時簡易補修、概数発注工事、詳細設計付工事の
補修設計工事費の管理に加え、補修設計データや撮
影写真、損傷図を活用して簡易補修図の作成を支援し
ます。

インフラ情報マネジメントシステムの開発

管理橋梁の点検計画

橋梁毎の諸元･
点検･診断情報の蓄積

　設計工事費の管理
及び簡易補修図作成支援

設計 工事
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維持管理を効率よく運用していくための管理支援

修繕計画策定の流れ

・損傷情報の確認
・補修方針決定と
　補修工法･数量の策定

・概算補修費の策定
・簡易補修図の作成

・補修計画の策定

・橋梁データの取得

橋梁データの取得 橋梁点検で納品された点検調書、図面、損傷写真、書類を取込み、
利活用する情報をデータとして取得し蓄積します。

・橋梁データの管理
・管理橋梁の把握
・補修計画一覧表の確認

点検調書

図面･写真･書類

諸元や損傷情報など、
データとして取得し蓄積

ファイルとして管理
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IMC6号橋　ひびわれ充填工図（参考図）

補修方針決定と補修工法･数量の策定損傷情報の確認

簡易補修図の作成

概算補修費の策定

点検調書における変状状態や評価は､データとして蓄積され、
内容を確認しながら協議･検討できます。

損傷情報や写真･図面をもとに補修方針を確立し､補修方針:
点検時簡易補修や概数発注工事においては、補修工法と数
量を策定します。

橋梁の補修にかかる概算補修費を設定します。
概算補修費は､委託費(調査設計)､工事費､委託費(その他)の
3構成となっており､それぞれでの集計が可能です。

補修方針:概数発注工事については､点検調書の損傷図や
損傷写真を活用し､簡易補修図を作成することができます。

CADを意識しないパーツ選択と
数量表の設定により参考図面の作成が可能

損傷図
点検者より納品された損傷図を活用
標準工法シンボル
自治体や工法毎にシンボルを決めて活用
数量表
概算補修費の情報を活用し数量表を設定

損傷情報や写真･図面をもとに補修方針を確立し 補修方針:点検調書における変状状態や評価は データとして蓄積され、

共同研究にて3つの補修方法と
標準工法を定め､システムに採用

点検時簡易補修
　軽度な変状 → 簡易的な補修で点検時に対応
概数発注工事
　中度な変状 → 補修対策工法が標準的なので自社設計で対応
詳細設計付工事
　重度な変状 → 詳細設計･調査が必要なので委託で対応
点検時簡易補修 概数発注工事 詳細設計付工事
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橋梁データの管理

補修計画の策定

補修方針(点検時簡易補修､概数発注工事､詳細設計付工事)に基づく補修計画案の策定を支援。複数年にわたる計画を見据えて事
業費を分割して設定でき、補修計画による健全性の推移も確認できます。

補修計画一覧表の確認

橋梁の点検診断データ､概算補修費・簡易補修図の設計デー
タ､竣工時の工事データは時系列で管理します。

点検情報から補修方針･概算補修費をもとに策定した補修計
画を一覧形式で確認でき､予算請求時の資料作成の省力化
になります。

特定の橋梁をキーワード検索や地図上から探すことが可能。
今年度の点検･補修､橋梁の供用年数､橋長､健全性で橋梁を
把握でき､統計情報もグラフで確認できます。

管理橋梁の把握

管理橋梁は､3次元の地図上にピンで表示され､その場所や
周辺環境などを視覚的に確認でき､一覧やポップアップで外
観や諸元､健全性などを確認できます。

特定の橋梁をキーワード検索や地図上から探すことが可能。


